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凡例 
• 文献の略記は、巻末の参考文献表に記す。 
• アラビア語の翻字は、The Encyclopaedia of Islam, Three (Leiden: Brill, 2007–)の方式に従
う。 
• 単語ではなく文を翻字して示す際には、アラビア語の格語尾を上付き文字で表記する。
ただし、下記の例のように、格表記の必要のない部分は省略することがある。 
例：al-umūr allatī laysat bi-ṭabīʿīyatin（この形では umūr は格が無関係である） 
• アラビア語の人名をカタカナに置き換える際は、原則として定冠詞（al-）を省略する。 
例：イブン・ナディーム（Ibn al-Nadīm） 
• シリア語の翻字は、Gorgias Encyclopedic Dictionary of the Syriac Heritage (Piscataway, NJ: 
Gorgias Press, 2011), X の方式（E. Syr.）に従う。ただし、母音は長短を区別する。実際
の発音が不明な単語については、子音のみを大文字斜体で記す。 
• 特別な場合を除き、年代は西暦で表記する。 
• ガレノスの著作を指示する際は、キューン版（C. G. Kühn [ed.], Claudii Galeni Opera 
omnia, 22 vols. [Lipsiae: Cnoblochii, 1821–33]）に基づき、慣例に従って表記する（例：VI 
64 K.［=キューン版第 6 巻 64 頁］）。新しい校訂版がある場合には、そちらも参照する。
現代語訳については、特別な場合を除いて指示しない。 
• ヒポクラテスの著作を指示する際は、リトレ版（É. Littré [ed.], Œuvres complètes d’
Hippocrate, 10 vols. [Paris: J. B. Baillière, 1839–61]）に基づく。 
• ギリシア語著作の原語表記については、ギリシア語ではなくラテン語書名を記す。 
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本論文は 5年以内に出版を予定しているため、序文のみ公表する。 
 1 
序文 
1. 医学の問答集 
問題（masʾala/pl. masāʾil）とそれに対する解答（jawāb/pl. ajwiba）という形で議論を進
める方法は、アラビア語圏に広く普及した。この方法は一種の文学形式として、学問的
内容の文献に採用された。このような形式は古代末期のキリスト教文献においても使用
されており1、アラビア語文献に対するその影響が指摘されている2。問題と解答による
形式は医学の分野においても教育目的で採用された3。 
その中でも、医者の知識を試験するために問答形式の文献は重要であった。医者の監
査は医学知識をもつ医者のみならず、ムフタスィブ（muḥtasib）と呼ばれる市場監督官
の任務でもあった4。そのため、医学に関して専門知識をもたない人間でも医学知識を
試験できるようなマニュアルが作成された。13 世紀初めにアブドゥル゠アズィーズ・
スラミー（ʿAbd al-Azīz al-Sulamī, 1208 年没）5が執筆した『全ての医者のための試験の
書（Kitāb Imtiḥān al-aṭibbāʾ li-kāffat al-aṭibbāʾ）』は、この目的に合わせて編纂された問答
形式の著作である6。アイユーブ朝の高官に献呈されたこの著作は、「この著作を用いて、
医学を知っていると主張する者の知識と、その理解がどれほどかを確かめ、その者の知
識と仕事の質を明らかにする」ために書かれた7。 
このジャンルで最古の文献の一つが、フナイン・ブン・イスハーク・イバーディー
                                                     
1 Heinrich Dörrie & Hermann Dörries, “Erotapokriseis,” Reallexikon für Antike und Christentum vol. 6 
(Stuttgart: Anton Hiersemann, 1966), 342–370; Yannis Papadoyannakis, “Instruction by Question and 
Answer: The Case of Late Antique and Byzantine Erotapokriseis,” in Greek literature in late antiquity: 
dynamism, didacticism, classicism, ed. Scott Fitzgerald Johnson (Aldershot: Ashgate, 2006), 91–105. 
2 H. Daiber, “Masāʾil wa-adjwiba,” EI², VI, 636–639.. 
3 George Makdisi, “The Scholastic Method in Medieval Education: An Inquiry into its Origins in Law 
and Theology,” Speculum 49 (1974): 659; Gary Leiser, “Medical Education in Islamic Lands from the 
Seventh to the Fourteenth Century,” Journal of the History of Medicine and Allied Sciences 38 (1983): 
60; Anna Ayşe Akasoy, Philosophie und Mystik in der späten Almohadenzeit (Leiden: Brill, 2006), 114f. 
4 Cl. Cahen & M. Talbi, “Ḥisba,” EI², III, 485–489; Max Meyerhof, “La surveillance des professions 
médicales et para-médicales chez les arabes”, Bulletin de l’Institud d’Egypte 26 (1943/44): 119–134; 
Sami Hamarneh, “Origin and Functions of the Hisbah System in Islam and its Impact on the Health 
Professions,” Sudhoffs Archiv 48 (1964): 157–173; Emilie Savage-Smith, “Medicine,” in Encyclopedia of 
the History of Arabic Science, ed. Roshdi Rashed, vol. 3 (London: Routledge, 1996), 940. 
5 IAU¹, II, 192/², 622; GALS, I, 894. 
6 Gary Leiser, “Medical Education,” 71f. 
7 Gary Leiser & Noury Al-Khaledy (ed. & trans.), Questions and Answers for Physicians: A Medical 
Arabic Study Manual by ʿAbd al-Azīz al-Sulamī (Leiden: Brill, 2004), 9. ただしライザーは、この著作
が実際には試験用マニュアルなどではなく、スラミーの弟子のための私的教材であったと推測
している（ibid., 10–11）。 
医学の問答集 
2 
（Ḥunayn ibn Isḥāq al-ʿIbādī, 873 年没）による『学生のための医学問答集（Kitāb al-Masāʾil 
fī al-ṭibb li-l-mutaʿallimīn）8』（以下『医学問答集』）である。正確にはこの著作はフナイ
ン一人によるのではなく、フナイン没後に彼の甥で弟子であるフバイシュ・ブン・ハサ
ン（Ḥubaysh ibn al-Ḥasan al-Aʿṣam, 没年不明）によって増補されたものであり9、フナイ
ンとフバイシュの共著と言える。しかし、フナインの著作として広く知られているため、
以下では特別な場合を除き、「フナインの『医学問答集』」と言及する。 
『医学問答集』は医者が必要とする基礎的な知識を、問答形式でまとめた著作である。
アラビア語圏では医学の入門者向けの学習書として広く利用された10。その評価は高く、
ニザーミー（Niẓāmī, 12 世紀）11の『四つの講話（Chahār maqāla）』は医者が学ばねばな
らない書物として、ヒポクラテスの『箴言（Aphorismi）』に続けて『医学問答集』を挙
げている12。同じく 12 世紀のイブン・ジュマイウ（Ibn Jumayʿ, 1198 年没）13は『医学再
興についてのサラーフ［・ッディーン］への単篇（Al-Maqāla al-ṣalāḥīya fī iḥyāʾ al-ṣināʿa 
al-ṭibbīya）』で、フナインの『医学問答集』を学んだだけでヒポクラテスやガレノスの著
作を学んでいないのに、「医学を知ったと思い込み、病人の診療に取り掛かる」者ども
が多いことを非難している14。『医学問答集』の学習のみで満足する人々への否定的な判
断ではあるが、『医学問答集』が学習書として重宝されていたことが読み取れる。また、
医者の試験をする際に、多くのムフタスィブが『医学問答集』を利用したことも伝えら
れている15。さらに、『医学問答集』には少なくとも 9 点の注釈書、4 点の要約書が作成
された。これらは判明している限りで 10–13 世紀の人物によるものであり16、『医学問答
                                                     
8 著作の題名を直訳すれば『学生のための医学問題
．．
集』であるが、問題だけではなく、それ
に対する解答も含まれているため、『問答
．．
集』と訳した。 
9 Nadīm¹, 294/², 464; Qiftī, 173; IAU¹, I, 197/², 248f. 
10 Cyril Elgood, A Medical History of Persia and the Eastern Caliphate: From the Earliest Times until 
the Year A.D. 1932 (Cambridge: Cambridge University Press, 1951), 239f.; Friedrun R. Hau, “Die 
Bildung des Arztes im islamischen Mittelalter,” Clio Medica 13 (1978): 187; Sami K. Hamarneh, 
“Medical Education and Practice in Islam,” in Health Sciences in Early Islam: Collected Papers, ed. 
Munawar A. Anees, vol. 1 (Blanco: Zahra Publications, 1983), 143. 
11 H. Massé, “Niẓāmī ʿArūḍī Samarḳandī,” EI², VIII, 76. 
12 1156 年執筆とされる。Mírzá Muḥammad (ed.), Charár maqála (“the Four Discourses”) of 
Aḥmad ibn ʿUmar ibn ʿAlí an-Niẓámí al-ʿArúdí as-Samarqandí (Leiden: E. J. Brill, 1910), 70. 
13 J. Vernet, “Ibn Djāmiʿ,” EI², III, 749f.; “Ibn Djumayʿ,” EI², XII, 386.; GAL¹, I, 643; GALS, I, 892; 
Ullmann, 164f. 
14 Hartmut Fähndrich (ed. & trans.), Treatise to Ṣalāḥ ad-Dīn on the Revival of the Art of Medicine 
(Wiesbaden: Franz Steiner, 1983), 28. 
15 Sami Hamarneh, Index of Arabic Manuscripts on Medicine and Pharmacy at the National Library of 
Cairo (Cairo: Dâr al-Maḥâsin Press, 1967), 23; Sami K. Hamarneh, Index of Manuscripts on Medicine, 
Pharmacy, and Allied Sciences in the Ẓâhirîyah Library (Damascus: Al-Taraqqî Press, 1968), 73;  
16 GAS III, 249–251.『医学問答集』注釈の著者には、イブン・スィーナーやイブン・ナフィー
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集』が長い間人気を博していたことが分かる。 
この著作は『ヨハンニティウスの（ガレノス『医術』）入門（Isagoge Iohannitii [ad Tegni 
Galeni]）』（以下、『医学入門』）としてラテン語に翻訳され、遅くとも 11 世紀には伝わっ
ている。これはおそらく、ヨーロッパに伝わったアラビア語医学文献の最古の 1 つであ
り17、その名の通りガレノスの『医術（Ars medica/Ars parva/[Micro]tegni）』への入門書と
して、あるいはガレノス医学全体の入門書として理解された。そのため、中世ヨーロッ
パの医学教育において非常に高く評価され、論理学教育においてポルフュリオスの『イ
サゴーゲ（Isagoge）』が担ったのと同等の位置を、医学教育において占めることとなっ
た18。特に、12 世紀にサレルノの医学校で成立した医学生の必修書群であるアルティセ
ラ（Articella）に『医学入門』が算入されたことは重要である19。その初期の写本（12 世
紀初頭）には『医学入門』の他に、ヒポクラテスの『箴言』と『予後（Prognosticon）』、
テオフィロス（Theophilus）20の『尿について（De Urinis）』、フィラレトス（Philaretus）
21の『脈拍について（De Pulsibus）』が含まれている22。後に『医学入門』に関連づけら
れたガレノスの『医術』は 12 世紀半ばになってから加えられたようであり、『医学入門』
は当初ガレノスの著作とは無関係に評価されていたことが分かる。アルティセラはそれ
                                                     
スといった高名な医学者も含まれる。本論文第 2 章 70 頁参照。 
17 Danielle Jacquart, “The Influence of Arabic Medicine in the Medieval West,” in Encyclopedia of the 
History of Arabic Science, ed. Roshdi Rashed, vol. 3 (London: Routledge, 1996), 963–970. 
18 George Sarton, Introduction to the History of Science, vol. 1 (Baltimore: Williams & Wilkins), 1927: 
611. 
19 12 世紀のサレルノで成立した基礎的な医学書の集成である。アルティセラに含まれる作品
は徐々に追加されていったが、『医学入門』は最初期からその一つに数えられる。Heinrich 
Schipperges, Die Assimilation der arabischen Medizin durch das lateinische Mitteralter (Wiesbaden: 
Franz Steiner Verlag, 1964), 33f., 99, 112; Paul Oskar Kristeller, “Bartholomaeus, Musandinus and 
Maurus of Salerno and Other Early Commentators of the «Articella», with a Tentative List of Texts and 
Manuscripts,” Italia medioevale e umanistica 19 (1976): 57–87; Mark D. Jordan, “Medicine as Science in 
the Early Commentaries on ‘Johannitius’,” Traditio 43 (1984): 121–145; D. Jordan, “The Construction of 
Philosophical Medicine: Exegesis and Argument in Salernitan Teaching on the Soul,” Renaissance 
Medical Learning: Evolution of a Tradition, ed. Michael R. McVaugh & Nancy G. Siraisi (Philadelphia, 
PA: History of Science Society, 1990), 42–61; Danielle Jacquart & Françoise Micheau, La médecine 
arabe et l’Occident médiéval (Paris: Maisonneuve et Larose, 1990), 124f.; Roger French, Medicine before 
Science: The Business of Medicine from the Middle Ages to the Enlightenment (Cambridge: Cambridge 
University Press, 2003), 72–74. 
20 Theophilus Protospatharius. 7 世紀前半。George Sarton, Introduction to the History of Science, 
vol. 1, 478. Max Neuburger, Geschichte der Medizin, vol. 2, part 1 (Stuttgart: Ferdinand Enke, 1911), 
120f. 
21『脈拍について』の著者とされるフィラレトスについては、詳細が不明である。 
22 Kristeller, “Bartholomaeus, Musandinus and Maurus of Salerno,” 66; Jordan, “The Construction of 
Philosophical Medicine,” 42f. 
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以後注釈書の追加や著作の入れ替えがされていくことになるが23、16 世紀までヨーロッ
パの大学医学部の教科書として利用され続けることとなる24。 
以上のように、『医学問答集』はイスラーム医学25においても中世ヨーロッパの医学に
おいても、医学教育の中で大きな位置を占めており、医学史上で非常に重要な文献であ
る。 
イスラーム勃興前の中東の医学教育は、ガレノスのいわゆる「十六書」が中心となっ
ていて、『医学問答集』は特にこの中の 1 点である『医術』に依拠していると考えられ
てきた26。『医学問答集』は全部で 10 の章、第 1 章：自然要素（身体の構成要素）につ
いて、第 2 章：自然から外れた状態（＝病気）について、第 3 章：病気の原因について、
第 4 章：徴候について、第 5 章：治療について、第 6 章：単純薬品および複合薬品につ
いて、第 7 章：脈拍について、第 8 章：別区分による医学理論について、第 9 章：発熱
と腫瘍について、第 10 章：尿について、に分けられる27。この簡単な概要にも現れてい
るのだが、『医学問答集』には『医術』に依拠したというだけでは説明ができない内容
が多く含まれている。『医学問答集』の成り立ちについては、未だ充分には明らかになっ
ていないのである。 
この状況を踏まえ、本論文ではフナインの『医学問答集』に焦点を当てて、その成立
過程の解明を試みる。『医学問答集』は「学生のための」ものであり、初心者向けつま
り教育目的で作成されたものである。そのため、この著作には当時の医学教育の実態が
                                                     
23 ただし、場合によっては『医学入門』とテオフィロスやフィラレトスの著作が除外される
こともあった。French, Medicine before Science, 100. 
24 Karl Sudhoff, “Salerno, Montpellier und Paris um 1200,” Archiv für Geschichte der Medizin 20 
(1928): 51–62; Karl Sudhoff, “Medizinischer Unterricht und seine Lehrbehelfe im frühen Mittelalter,” 
Sudhoffs Archiv für Geschichte der Medizin 21 (1929): 28–37; Danielle Jacquart, La médecine médiévale 
dans le cadre parisien, XIVᵉ–XVᵉ siècle ([Paris]: Fayard, 1998), 161–173. アルティセラの印刷版は初
版 1476 年から 1534 年まで、18 以上の版を重ねた。Jon, Arrizabalaga, The Articella in the Early 
Press c.1476–1534 (Cambridge: Cambridge Wellcome Unit for the History of Medicine, 1998). 
25 本論文ではイスラームの支配域で展開・発展した医学を「イスラーム医学（Medicine in 
Islam）」と呼ぶ。イスラーム圏で活躍した著名な医者の多くはムスリムではなく、その医学は
イスラームという宗教と必ずしも結びついているわけではない。また、その文献の多くはアラ
ビア語で著されているが、ペルシア語やヘブライ語の著書を残したアラブ以外の医学者も多
い。そのため、「アラビア医学（Arabian/Arabic Medicine）」も適さないため、このように規定す
る。なお、本論文の研究対象であるフナイン『医学問答集』はキリスト教徒によってアラビア
語・シリア語で書かれた。 
26 Albert Z. Iskandar, “Ḥunayn ibn Isḥāq: Ḥunayn the Translator, Ḥunayn the Physician,” CDSB, XV, 
239. ドールス＆ガマルも同様に、『医学問答集』を『医術』と関連づけている。Michael W. Dols 
& Adil S. Gamal, Medieval Islamic Medicine: Ibn Ridwan’s Treatise “On the Prevention of Bodily Ills in 
Egypt” (Berkeley: University of California Press, 1984), 7f. 
27 詳細は、本論文第 2 章参照。 
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反映されていると考えられる。『医学問答集』の構造の解明は、9 世紀以前の医学教育の
状況を考える上で大きな助けになるであろう。 
2. 『医学問答集』の先行研究 
2.i アラビア語版 
著者のフナイン・ブン・イスハークに関してはこれまで多数の研究がある。しかし、
それは翻訳者としてのフナイン、あるいは彼とその同僚を含めた翻訳者グループを論じ
る研究が主である28。そのため、フナイン自身の著作を扱うものは少なく29、『医学問答
集』を扱った研究も以下の数点に限られている。 
• Gotthelf Bergsträsser, Ḥunain ibn Isḥāḳ und seine Schule: Sprach- und literargeschichtliche 
Untersuchungen zu den arabischen Hippokrates- und Galen-Übersetzungen (Leiden: E. J. 
Brill, 1913). 
フナインとその翻訳者グループの翻訳手法を分析した研究であり、判断基準の一つと
して『医学問答集』を扱っている。その中で、フナインに帰せられた部分とフバイシュ
による増補部分との区切りが伝承によって異なることを指摘し、それを判断するために
フナインとフバイシュの文体比較を適用している30。『医学問答集』の扱いはこの問題に
限られており、分析されているのはその一部分に過ぎない。 
• Danielle Jacquart & Nicoletta Palmieri, “La tradition alexandrine des Masāʾil fī ṭ-ṭibb de 
Ḥunain ibn Isḥāq,” in Storia e ecdotica dei testi medici greci: Atti del II Convegno Inter-
nazionale Parigi 24–26 maggio 1994, ed. Antonio Garzya & Jacques Jouanna (Napoli: M. 
D’Auria, 1996), 217–36. 
『医学問答集』を古代末期アレクサンドリアの医学伝統という観点で分析したもので、
おそらく現時点で最も大きく『医学問答集』を扱っている。著者は特にガレノスによる
4 点の初心者向けの著作（『医術』、『学派について（De Sectis）』、『医術、グラウコンの
                                                     
28 例えば、Max Meyerhof, “Les versions syriaques et arabes des écrits galéniques,” Byzantion 3 
(1926): 35–51; Lufti M. Saʿdi, “A Biobibliographical Study of Hunayn ibn Is-haq al-Ibadi (Johannitius) 
(809–877 A.D.),” Bulletin of the Institute of the History of Medicine 1934 (1934): 409–446; Myriam 
Salama-Carr, La traduction à l’époque Abbaside (Paris: Didier érudition, 1990)などがある。 
29 例えば、Giuseppe Celentano, “Le petit traité de Ḥunayn ibn Isḥāq sur la prophylaxie et la thérapie 
des dents,” Arabica 21 (1974): 245–251; Giuseppe Celentano, “Il trattato di Ḥunain ibn Isḥāq sulla 
profilassi e terapia dei denti (Qaul fī ḥifẓ al-asnān wa ʾstiṣlāḥihā),” Annali dell’Istituto Universitario 
Orientale di Napoli 35 (1975): 45–80; Rainer Degen, “Eine weitere Handschrift von Ḥunain ibn Isḥāqs 
Schrift über die Zahnheilkunde (Qaul fī ḥifẓ al-asnān wa-l-liṯa wa-stiṣlāḥihā),” Annali dell’Istituto 
Universitario Orientale di Napoli 3 (1976): 236–243 などがある。 
30 Bergsträsser, Ḥunain ibn Isḥāḳ, 7. また、本論文第 4 章参照。 
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ために（Ad Glauconem de Methodo medendi）』、『脈拍について、初心者のために（De 
Pulsibus ad tirones）』）に注目し、それらに対するアレクサンドリア時代の注釈の影響を
指摘している。ただし、この論文で扱われているのはラテン語の『医学入門』に翻訳さ
れた箇所が中心であり、アラビア語版の全体が分析されているわけではない。分量的に
大きな部分であるはずの第 5, 6, 10 章についてはほぼ全く触れていない31。 
アラビア語版の『医学問答集』を対象とした研究としては、これらの他に『医学問答
集』の写本について扱ったものがある。 
• Delio Vania Proverbio, “Sul piú antico codice delle Masāʾil fī’ṭ-ṭibb lil-mutaʿallimīn di Ḥunayn 
Ibn Isḥāq (Isagoge Iohannitii),” Atti della Accademia nazionale dei Lincei. Classe di scienze 
morali, storiche e filologiche. Rendiconti Serie IX, 10 (1999): 57–92. 
ギリシア語写本（Biblioteca Statale del Monumento Nazionale di Grottaferrata, MS Crypt. 
Β.α.XIV, ff. 323–324）に見つかった『医学問答集』の断片（第 1 章の一部と 8 章の一部）
について、他のアラビア語写本やラテン語版、ユダヤ・アラビア語版の写本と対応させ
て翻刻している。著者によれば、この写本の作成年代の下限は 1030 年であり、現在知
られている限り『医学問答集』の最古の写本である。ただし 2 葉の断片でしかないため、
その報告に留まっている。 
もう 1 点、『医学問答集』の写本に関する報告と題された論文があるが、実際には該
当の写本は全く別の著作である32。 
『医学問答集』校訂版には 100 頁以上の解説と用語集が付されているが、あくまでも
解説の範囲に留まっており、研究としては不十分である33。そのため、実質的にアラビ
ア語版の研究はベルクシュトレッサーによるものとジャカール＆パルミエリによるも
のの 2 点のみであると言える。これらの研究についても『医学問答集』を部分的にのみ
扱っており、この著作を充分に研究しているとは言えない。 
                                                     
31 そもそも章分けを採用していない。第 6 章については治療（ilāj al-ṭibb）として第 5 章から
一括しており、特に語っていない。なお、これに基づいてパルミエリがアレクサンドリア時代
の医学伝統における理論の発展を整理した研究がある。ここでも『医学問答集』は触れられて
いるが、やはり同様の問題を抱えている。Nicoletta Palmieri, “La théorie de la médecine des 
Alexandrins aux Arabes,” Les voies de la science grecque: Étude sur la transmission des textes de 
l’Antiquité au dis-neuvième siècle, ed. Danielle Jacquart (Paris: Droz, 1997), 33–133. 
32 R. Y. Ebied & M. J. L. Young, “A Manuscript of Ḥunayn’s Masāʾil fī ʿilm al-ṭibb in the Leeds 
University Collections,” Arabica 21 (1974), 264–269. リーズ大学の所蔵する写本（Arab. 265）に発
見されたフナインによる問答集についての報告である。著者はこの写本が『医学問答集』であ
るとしているが、記載されているタイトルは『フナインによる医学についての問答が含まれた
優れた書物（Kitāb jalīl fī-hi masāʾil Ḥunayn fī ʿilm al-ṭibb）』であり、また論文中に引用されてい
る断片も『医学問答集』には登場しない問題であるため、この写本の問答集は『医学問答集』
とは異なるものである。 
33 Masāʾil, 360–439, 453–473. 
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2.ii ラテン語版 
ラテン語版『医学入門』を中心に扱った研究は、その校訂を含めていくつか存在する。 
• Diego Gracia & José-Luis Vidal, “La «Isagoge de Iohannitius»: introducción, edición, 
traducción y notas,” Asclepio 26/27 (1974/75): 267–382 [= IsagogeGV]. 
グラシア＆ヴィダルはラテン語版の校訂とそのスペイン語訳を初めて出版した。ただ
し、この版はルネサンス期の印刷版（1523, 1534, 1557 年）のみに依拠しており、校訂版
として信頼するには不充分である。著者らはこのラテン語の『医学入門』がアラビア語
の著作とは無関係であり、ギリシア語で書かれた入門書からの直接のラテン語訳である
という説を唱えた。その仮説を以下に引用する。 
ここまで説明してきたことから、重要な結論が導き出せる。すなわち、ヨハンニティ
ウスの『イサゴーゲ（Isagoge）』は、まず間違いなくアレクサンドリアで作成され
たということである。おそらく、アレクサンドリアの編纂者がガレノスの『医術』
――彼らの編纂した書物の 2 番目のもの――の前に置いた要綱（summarium）であっ
たのだろう。この仮説が正しければ、その構造と内容はそのガレノスの著作だけで
なく、その叢書 16 点から、その［叢書に］に配された通りに理解せねばならない。
言い換えれば、ヨハンニティウスの『イサゴーゲ』は『医術』の入門であるのみな
らず、ガレノスの「十六書」の入門でもあるのである……34 
それに従えば、『医学問答集』はアレクサンドリアに由来する『エイサゴーゲ
（Eisagogé）』に依拠している。フナインはそれをシリア語に、そしておそらくアラ
ビア語にも翻訳し、それと同時に、より理解しやすいものにするために、修正して
拡充したということになる。35 
• Diego Gracia Guillén & A. J. Álvarez Vizcaíno, “El galenismo medieval a través de la «Isagoge 
Iohannitii»,” in Galeno: obra, pensamiento e influencia (Coloquio internacional celebrado 
en Madrid, 22–25 de Marzo de 1988), ed. J. A. López-Férez (Madrid: Universitad National, 
1991), 253–272. 
後にグラシアは『医学入門』についての論文を発表しているが、そこでもこの説を採っ
ている。しかし、この仮説自体は以下の反論がなされており、現在では受け入れていな
い。 
• Ursula Weisser, “Noch einmal zur Isagoge des Johannicius: Die Herkunft des lateinischen 
Lehrtextes,” Sudhoffs Archiv 70 (1986): 229–235. 
ヴァイサーによれば、ラテン語版の背後にはアラビア語版の『医学問答集』が見いだ
                                                     
34 IsagogeGV, 292f. 
35 IsagogeGV, 296. 
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せる。彼女は以下の 6 つの根拠から、ラテン語版がギリシア語著作ではなく、アラビア
語著作の翻訳であることを示した。⑴音写されたアラビア語単語が無いことは、アラビ
ア語からの他の翻訳でも見られること。⑵同語源単語の反復（“figura etymologica”）。⑶
アラビア語の表現に忠実な言葉遣い。⑷アラビア語のもつ、文脈にそぐわないニュアン
スを汲んだ訳。⑸アラビア語を想定しなければ理解できない、いくつかの誤訳。⑹アラ
ビア文字の誤読に由来すると考えられる誤訳。 
• Danielle Jacquart, “À l’aube de la renaissance médicale des XIᵉ–XIIᵉ siècles: l’«Isagoge 
Iohannitii» et son traducteur,” Bibliothèque de l’École des chartes 144 (1986): 209–240. 
著者が計画していたアラビア語・ラテン語版の校訂のために集めた資料に基づいて、
両者を比較研究したものである。しかし、重点はラテン語版にあり、アラビア語版との
構造比較、その用語の特徴、翻訳者の推定が行われている。ヴァイサーと同様にグラシ
ア＆ヴィダルの説を否定しており、同一の概念を指すためにアラビア語が複数の単語を
使い分けているのに対応して、ラテン語版も異なる表現を使っている点を新たに挙げて
いる。 
ラテン語版にはグラシア＆ヴィダル版以外にも校訂があるが、いずれも決定的なもの
とは言えない。 
• Antoine Mansourati, “Le livre ‘Isagoge’ de Hunayn ibn Ishaq dit Johannitius (808–873)” (M.D. 
diss., Université Pierre et Marie Curie, 1986). 
ラテン語版（Paris, Bibliothèque de la faculté de médecine, MS 75169）と、対応するアラ
ビア語（Gotha, Universitäts- und Forschungsbibliothek Erfurt/Gotha, MS Or. A 2028）とを翻
刻し、フランス語訳を付したものである。内容の分析などには至っておらず、またラテ
ン語版に準拠しているため、アラビア語版については大部分が無視されてしまっている。 
• Gregor Maurach, “Johannicius Isagoge ad Techne Galieni,” Sudhoffs Archiv 62 (1978): 148–
174 [= IsagogeM]. 
• Klaus-Dietrich Fischer, “Verbesserungen zur Isagoge des Johannicius,” Sudhoffs Archiv 67 
(1983): 223–224. 
前者は 12–13 世紀の写本に基づいたラテン語版の校訂であり、後者はその訂正であ
る。純粋に校訂であり、文献や写本に関する情報以上の記述は見られない。なお、前者
は上記グラシア＆ヴィダルの論文を知らないまま発表されたものである。 
このように、ラテン語版を扱った研究はいくつか存在するが、どれも規模が小さいも
のである。後述するように、これらが扱っているラテン語版をアラビア語版と比較する
と、構造から大きく異なる36。そのため、これらの研究の成果が直接アラビア語版にも
適用できるとは限らない。『医学問答集』および『医学入門』の研究は、ケッセルが指
                                                     
36 本論文第 2 章、69 頁参照。 
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摘するように、未だ不十分と言わざるを得ないのである37。 
3. イスラーム以前の医学教育 
ラテン語版『医学入門』がアラビア語版のフナインの著作の翻訳であることが、現在
では受け入れられている。しかし、グラシアとヴィダルが立てた仮説を改めて見ると、
一つの問題が未解決のまま残されている。つまり、ギリシア語の時点で医学の問題集が
既に存在していて、アラビア語版の『医学問答集』はその翻訳であるという可能性は完
．
全には
．．．
否定されていない38。ヴァイサーやジャカールによって示されたのはラテン語版
がアラビア語版に基づいているということでしかなく、肝心のアラビア語版がどのよう
に成立したのかは明確ではない。 
既存の文献の翻訳でないとすれば、フナインはどのように『医学問答集』を執筆した
のか。彼が『医学問答集』を執筆した際に利用できた資料は、どのようなものであった
のか。フナイン以前にアラビア語で書かれた医学文献は極めて少ない39。というのも、
アラビア語による医学研究の端緒となった医学文献が、そもそもフナインらの翻訳に
よって生み出されたからである。そのため、フナインが利用できた資料としてはアラビ
ア語以外の文献が候補となる。フナイン以前の時代にはアラビア語への翻訳が皆無では
なかったものの、主にシリア語話者のキリスト教徒によってギリシアの医学がシリア語
訳されて伝えられていたため、それらが筆頭に挙がる40。 
                                                     
37 Grigory Kessel, review of Hunayn ibn Ishaq’s “Questions on Medicine for Students,” by E. J. 
Wilson & S. Dinkha, Hugoye: Journal of Syriac Studies 15 (2012): 376. 
38 Cf. Hans Daiber, “Semitische Sprachen als Kulturvermittler zwischen Antike und Mittelalter: Stand 
und Aufgaben der Forschung,” Zeitschrift der Deutschen Morgenländischen Gesellschaft 136 (1986): 
304f. 
39 例えばウルマンはフナイン以前にアラビア語で執筆した医学者として、バフティーシュー
ウ家、イブン・ラジュラージュ（Ibn al-Lajlāj, 8 世紀）、マスィーフ・ディマシュキー（Masīḥ 
al-Dimashqī, 8 世紀）、サルマワイヒ・ブン・ブナーン（Salmawayh ibn Bunān, 9 世紀前半）、フナ
インの師であるユーハンナー・ブン・マーサワイヒ（Yūḥannā ibn Māsawayh, 857 年没）のみを
挙げている。Ullmann, 108–115. 
40 Max Meyerhof, “Von Alexandrien nach Baghdad: Ein Beitrag zur Geschichte der philosophischen 
und medizinischen Unterrichts bei den Arabern,” Sitzungsberichte der Preussischen Akademie der 
Wissenschaften, Phil.-hist. Kl. 1930 (1930): 400–405. ただし、ゴンディーシャープール（Gondī-
shāpūr, アラビア語で Jundīshāpūr, 現イラン）に医学校があったという説は否定されている
（Peter E. Pormann & E. Savage-Smith, Medieval Islamic Medicine (Edinburgh: Edinburgh University 
Press, 2007), 20f.）。また、以下も参照。Meyerhof, “Les versions syriaques et arabes,” 33–38; I. 
Madkour, “Les traducteurs chrétiens et la science arabe,” in Recherches d’islamologie, ed. Georges C. 
Anawati & Louis Gardet (Louvain: Peeters, 1977), 201–205; Gül Russell, “Greece: x. Greek medicine in 
Persia,” EIr, XI, 342–357; Philippe Gignoux, “Syriac Language: iii. Syriac Translators as the Medium for 
Transmission of Greek Ideas to Sasanian Iran,” Encyclopædia Iranica, online edition, 2015, 
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教育目的の『医学問答集』を執筆する際に参照された資料は、当時の医学教育におい
て重視されていたものと考えられる。そのため、フナインの資料を考える際にはまず、
9 世紀の中東における医学の状況が重要になる。ギリシア語文献をアラビア語に翻訳し
たフナインたちは、アッバース朝宮廷の要人や高名な医者の依頼に従って翻訳するタイ
トルを決めた。この時代の医者は大半がキリスト教徒であり41、イスラームのもとで庇
護民（ズィンミ ［ーdhimmī］）42でありながら特権的立場を維持するために、自らの医学
伝統の補強を必要とした。その目的のため、彼らは（既に原語では読めなくなっていた）
ギリシア語文献の（シリア語への）翻訳を支援したのである43。そして、中東のキリス
ト教徒の医者つまりシリア語の医学伝統は、古代末期の伝統に連なっている。 
ガレノスの「十六書」と「アレクサンドリア集成」 
それではイスラーム以前、古代末期44における医学教育の実態はいかなるものであっ
たのか。この問題について確実な結論は出ていないものの、1 つの重要な研究がある。
イスカンダ （ーA. Z. Iskandar）は 1976 年に発表した論文で、古代末期アレクサンドリア
の医学教育カリキュラムを再構成する試みを行った45。そこでは、以下に挙げる 16 点の
ガレノス著作選集（「十六書（アラビア語で sitta ʿ ashara）」と呼ばれる）が学ばれていた
という説が主張されている。 
1.『学派について（De Sectis）』46 
                                                     
http://www.iranicaonline.org/articles/syriac-language-03-translators-greek-ideas（2016 年 2 月 20 日閲
覧） 
41 Pormann & Savage-Smith, Medieval Islamic Medicine, 101f.; Raymond le Coz, Les médecins 
nestoriens au moyen âge: les maîtres de Arabes (Paris: L’Harmattan, 2004), 89f; Raymond le Coz, Les 
chrétiens dans la médecine arabe (Paris: L’Harmattan, 2006), 37 
42 Cl. Cahen, “Dhimma,” EI², II, 227–231; Yohanan Friedmann, “Dhimma,” EI³, 2012-03, 87–92. 
43 Michael W. Dols, Majnūn:the Madman in Medieval Islamic Society, ed. Diana E. Immisch (Oxford: 
Clarendon Press, 1992), 38–47; Dimitri Gutas, Greek Thought, Arabic Culture: the Graeco-Arabic 
Translation Movement in Baghdad and Early ʿAbbāsid Society (2nd–4th/8th–10th centuries) (London: 
Routledge, 1998), 118f.（ディミトリ・グタス『ギリシア思想とアラビア文化』、山本啓二訳［東
京：勁草書房、2002 年］、133–134 頁。）また、宮廷医の収入については、Felix Klein-Franke, 
Vorlesungen über die Medizin im Islam (Wiesbaden: Franz Steiner, 1982), 40–49; le Coz, Les médecins 
nestoriens au moyen âge, 103–126; le Coz, Les chrétiens dans la médecine arabe, 46–53 を参照。 
44 本論文では古代末期（Late Antiquity）を 6–7 世紀の範囲で用いる。これは、アレクサンド
リア集成が成立したと考えられる時代（本論文第 2 章 74 頁以下参照）を想定している。 
45 A. Z. Iskandar, “An Attempted Reconstruction of the Late Alexandrian Medical Curriculum,” 
Medical History 20 (1976): 235–258. 
46 I 64–105 K.; Georg Helmreich (ed.), Claudii Galeni Pergameni scripta minora, vol. 3 (Leipzig: 
Teubner, 1893), 1–32. 翻訳は、Ch. Daremberg (trans.), Oeuvres anatomiques, physiologiques et 
médicales du Galien, vol. 2 (Paris: J. B. Baillière, 1854), 376–397; Teresa Martínez Manzano (trans.), 
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2.『医術（Ars medica）』47 
3.『初心者のための脈拍について（De Pulsibus ad tirones）』48 
4.『グラウコンへの治療法について（Ad Glauconem de methodo medendi）』49 
5.『解剖について』（＝『骨について（De Ossibus ad tirones）』50、『筋肉について（De 
Musculorum dissectione）』51、『神経について（De Nervorum dissectione）』52、『静脈
と動脈について（De Venarum arteriarumque dissectione）』53）54 
6.『ヒポクラテスによる元素について（De Elementis ex Hippocrate）』55 
7.『混質について（De Temperamentis）』56 
8.『自然の機能について（De Facultatibus naturalibus）』57 
                                                     
Galeno: Tratados filosóficos y autobiográficos: introducciones, traducción y notas (Madrid: Editorial 
Gredos, 2008), 111–139. 
47 I 305–412 K.; Véronique Boudon (ed. & trans.), Galien: Tome II: Exhortation à l’étude de la 
médecine. Art médical (Paris: Les Belles Lettres, 2000). 翻訳は、P. N. Singer (trans.), Galen: Selected 
Works. Translated with an Introduction and Notes (Oxford: Oxford University Press, 1997), 345–396. 
48 IX 431–549 K. 翻訳は、Singer, Selected Works, 325–344. 
49 XI 1–146 K. 翻訳は、Daremberg, Oeuvres, vol. 2, 706–784. 
50 II 732–778 K.; Ivan Garofalo (ed. & trans.), Galien: Tome VII: Les os pour les débutants. 
L’anatomie des muscles (Paris: Les Belles Lettres, 2005), 38–83; Michael Garrett Moore (ed. & trans.), 
“Galen, Introduction to the Bones: A Critical Edition with Translated and Indices” (Ph.D. diss., University 
of Michigan, 1969). 翻訳は、坂井建雄・池田黎太郎・澤井直（訳）『解剖学論集』（京都：京都大
学学術出版会、2011 年）、3–44 頁。 
51 XVIIIb 926–1026 K.; Garofalo, Galien: Tome VII, 118–209. 翻訳は、坂井・池田・澤井『解剖
学論集』、143–229 頁。 
52 II 831–856 K.; Ivan Garofalo (ed. & trans.), Galien: Tome VIII: L’anatomie des nerfs. L’Anatomie 
des veins et des artères (Paris: Les Belles Lettres, 2008), 26–49. 翻訳は、坂井・池田・澤井『解剖学
論集』、85–106 頁。 
53 II 779–830 K.; Garofalo, Galien: Tome VIII, 76–129. 翻訳は、坂井・池田・澤井『解剖学論
集』、45–83 頁。 
54 アレクサンドリアでガレノスによる解剖学系の小著が組み合わせられたものである。『静
脈と動脈について』が『静脈について』と『動脈について』の 2 つに分割された上で、5 点全
体で 1 つの著作として扱われた。Iskandar, “An Attempted Reconstruction,” 245f.; Risāla¹, 7–9/², 8–
10 (no. 7–10); Ivan Garofalo, “La tradition de l’anatomie «pour étudiants» de Galien,” in Storia e 
ecdotica dei testi medici greci, eds. Garzya & Jouanna, 155f. 
55 I 413–508 K.; Phillip de Lacy (ed. & trans.), Galeni de Elementis ex Hippocratis sententia, CMG V 
1,2 (Berlin: Akademie Verlag, 1996). 
56 I 509–694 K.; Georg Helmreich (ed.), Galeni de Temperamentis libri III (Leipzig: Teubner, 1904). 
翻訳は、Singer, Selected Works, 202–289. 
57 II 1–204 K.; Helmreich, scripta minora, vol. 3, 101–257. Arthur John Brock (ed. & trans.), Galen: 
イスラーム以前の医学教育 
12 
9.『原因と症状について』58（＝『病気の種類について（De Morborum differentiis）』59、
『病気の原因について（De Causis morborum）』60、『症状の差異について（De 
Symptomatum differentiis）』61、『症状の原因について（De Symptomatum causis）』62） 
10.『罹患した部位について（De Locis affectis）』63 
11.『脈拍について』64（＝『脈拍の差異について（De Differentiis pulsuum）』65、『脈診
について（De Dignoscendibus pulsibus）』66、『脈拍の原因について（De Causis pulsuum）』
67、『脈拍の予後について（De Praesagitione ex pulsibus）』68） 
12.『発熱の差異について（De Differentiis febrium）』69 
13.『分利について（De Crisibus）』70 
14.『分利の日について（De Diebus decretoriis）』71 
15.『治療法について（De Methodo medendi）』72 
                                                     
On the Natural Faculties (London: W. Heinemann, 1916); Marzia Mortarino (ed. & trans.), Galeno: Sulle 
facoltà naturali (Milano: Arnoldo Mondadori Editore, 1996). 翻訳は、Daremberg, Oeuvres, vol. 2, 
212–284; 種山恭子（訳）『自然の機能について』（京都：京都大学学術出版会、1998 年）。 
58 アレクサンドリアでガレノスの 4 点の著作が 1 つに組み合わされたものである。『症状の
原因について』の全 3 巻と、他 3 点のそれぞれ 1 巻を合わせて、計 6 巻構成である。Iskandar, 
“An Attempted Reconstruction,” 246f.; Risāla¹, 11f./², 13 (no. 14). 
59 VI 836–880 K. 翻訳は、Ian Johnston (trans.), Galen on Diseases and Symptoms (Cambridge: 
Cambridge University Press, 2006), 131–156. 
60 VII 1–41 K. 翻訳は、Johnston, on Diseases and Symptoms, 157–179. 
61 VII 42–84 K.; Beate Gundert (ed. & trans.), Galeni de Symptomatum differentiis, CMG V 5,1 
(Berlin: Akademie Verlag, 2009). 翻訳は、Johnston, on Diseases and Symptoms, 180–202. 
62 VII 85–272 K. 翻訳は、Johnston, on Diseases and Symptoms, 203–301. 
63 VIII 1–452 K. 翻訳は、Daremberg, Oeuvres, vol. 2, 468–705; Salud Andrés Aparicio, Galeno 
sobre la localización de las enfermedades (de Locis affectis) (Madrid: Biblioteca Básica Gredos, 2002). 
64 こちらはガレノス自身の意図に基づいて組み合わされたものである。ただし、それぞれ 4
巻構成の 4 タイトルを合わせて計 16 巻となるのが本来の構造であったが、アレクサンドリアに
おいて誤解され、4 点それぞれの第 1 巻のみから成る計 4 巻構成の著作として利用された。
Iskandar, “An Attempted Reconstruction,” 247; Risāla¹, 13–15/², 15f. (no. 16). 
65 VIII 493–765 K. 
66 VIII 766–961 K. 
67 IX 1–204 K. 
68 IX 205–430 K. 
69 VII 273–405 K. 
70 IX 550–760 K.; Bengt Alexanderson (ed.), Galenos Περὶ κρίσεων: Überlieferung und Text 
(Stockholm: Almqvist & Wiksell, 1967). 
71 IX 761–941 K. 
72 X 1–1021 K.; Ian Johnston & G. H. R. Horsley (eds. & trans.), Galen: Method of Medicine, 3 vols. 
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16.『健康維持について（De Sanitate tuenda）』73 
この説は広く受け入れられている。フナインの『医学問答集』についても、イスカン
ダー自身がこの説に基づいて「主にガレノスの『医術』研究から生じた短い問題と、「ア
レクサンドリア集成（Summaria Alexandrinorum）」に強く依拠した解答」であるとして
いる74。しかし、イスカンダーが上記の「十六書」の典拠としているのは 11 世紀のイブ
ン・リドワーン（ʿAlī Ibn Riḍwān, 1061 年没）75の著作であり、これはイスラーム以前の
事情を理解するためには遅い時代の史料である。フナイン自身の証言よりもイブン・リ
ドワーンの証言が重視されていることもあり、この説は再度検討する必要がある76。 
ここで言及されている「アレクサンドリア集成」とは、前述の「十六書」に基づいて
アレクサンドリアで成立したとされる著作群である77。アラビア語では Jawāmiʿ al-
Iskandarānīyīn と呼ばれている。その個々の著作も同様に、それぞれ Jawāmiʿと呼ばれる。
この単語は文学形式としては広義の注釈の一種を指すが、厳密に原典テキストを引用し
て解説する形の注釈ではない。しかし同時に要約とも異なり、翻案（paraphrase）に近い
ものである78。すなわち、原典テキストの議論展開にしたがった上で、内容の要約と拡
充が行われたものである。特に、原典テキストには登場しない概念の説明が随所に挿入
されているのが特徴である。現在伝わっているアレクサンドリア集成写本のほとんどは、
イスカンダーが再構成した「十六書」と同一タイトルの集成を収録している。イスカン
ダーの『医学問答集』の評価を受け入れれば、『医学問答集』にはそれらアレクサンド
                                                     
(Cambridge, MA, Harvard University Press, 2011). 翻訳は、Jacques Boulogne (trans.), Galien Méthode 
de traitement: Traduction intégrale du grec et annotation ([Paris]: Gallimard, 2009). 
73 VI 1–452 K.; Konrad Koch (ed.), Galeni de Sanitate tuenda, CMG V 4,2 (Berlin: Teubner, 1923). 
翻訳は、Robert Montraville Green (trans.), A Translation of Galen’s Hygiene (De Sanitate tuenda) 
(Springfield, IL: Charles C. Thomas Publisher, 1951). 
74 Iskandar, “Ḥunayn ibn Isḥāq,” 239. 
75 J. Schacht, “Ibn Riḍwān,”EI², III, 906f.; IAU¹, II, 99–105/², 516–523. GAL², I, 367f.; GALS, I, 886; 
Ullmann, 158f.; Kaḥḥāla, VII, 94; Khayr al-Dīn Ziriklī, Al-Aʿlām: qāmūs tarājim, vol. 4 (Beirut: Dār al-
ʿIlm al-Malāyīn, 2005), 289. 
76 管見の限り、イスカンダーの説に対して批判的なのはルーシェのみである。Mossman 
Roueché, “Did Medical Students Study Philosophy in Alexandria?” Bulletin of the Institute of Classical 
Studies 43 (1999): 157. 
77 Der neue Pauly: Enzyklopädie der Antike, vol. 11 (Stuttgart : J. B. Metzler, 2001), s.v. “Summaria 
Alexandrinorum.” 
78 Dimitri Gutas, “Aspects of Literary Form and Genre in Arabic Logical Works,” in Glosses and 
Commentaries on Aristotelian Logical Texts: The Syriac, Arabic and Medieval Latin Traditions, ed. 
Charles Burnett (London: Warburg Institute, 1993), 29–76; Peter E. Pormann, “The Alexandrian 
Summary (Jawāmiʿ) of Galen’s on the Sects for Beginners: Commentary or Abridgment?” in Philosophy, 
Science and Exegesis in Greek, Arabic and Latin Commentaries, vol. 2, ed. Peter Adamson, Han 
Baltussen & M. W. F. Stone (London: Institute of Classical Studies, 2004), 11–33. 
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リア集成と共通するところがあるはずである。そうだとすれば、『医学問答集』の研究
から、イスカンダーの説を再評価するための手がかりを得ることができるだろう。 
前述の通り、ジャカール＆パルミエリは『医学問答集』とアレクサンドリアの注釈・
要約との関係を既に指摘しており、その中にはアレクサンドリア集成も含まれている。
しかしながら、彼らはガロファロ（I. Garofalo）が私的に翻訳したものを利用し、それら
の集成を間接的にのみ参照しており、16タイトルの全てを参照しているわけではない。
また、『医学問答集』のうちラテン語に翻訳された部分を重点的に分析しているため、
大部分が手つかずのままであり、その作業は充分ではない。そのため、改めて『医学問
答集』の分析を行う必要がある。 
4. 本論文の構成 
以上の状況を鑑み、本論文では純粋に翻訳者としてのフナイン・ブン・イスハークで
はなく医学者としてのフナインを理解するため、彼の自著である『医学問答集』を分析
し、ギリシアからイスラーム、そしてヨーロッパへと続く医学史の中に位置づけること
を試みる。 
本論文は以下の構成を取る。 
第 1 章では、フナインとその一派の活動を概観する。これを最初に行うのは、彼らが
アラビア語あるいはシリア語に翻訳した医学文献を確認するためである。ここから、フ
ナインが医学書を執筆する際に典拠として参照し得た文献が明らかになる。これを前提
として、第 3 章以下で『医学問答集』の分析を行う。 
第 2 章では第 3 章での分析に先駆けて、本論文の研究対象である『医学問答集』を概
観する。具体的にはその構造に加え、その翻訳、その注釈・要約の情報を確認する。こ
れらの事情は『医学問答集』とその前後の時代の文献との関係を間接的に物語っている。
比較対象とするアレクサンドリア集成についても、ここでその特徴を確認する。 
第 3 章ではアラビア語版の『医学問答集』を、その構造と出典という観点から、分析
する。特に、これまで充分に検討されていない部分、すなわち第 5, 6, 10 章は重点的に
見る。『医学問答集』の内容とその細かな構造を明らかにし、そしてその記述の由来を
ガレノスの著作やアレクサンドリア集成などとの比較を通じて調査する。なお、第 3 章
では基本的にアラビア語版を分析対象とし、既にいくつかの研究があり、アラビア語版
からの翻訳であるラテン語版は扱わない。ただし、近年刊行されたシリア語版はアラビ
ア語版の分析においても有用であるため、そちらも参照する。 
続く第 4 章では、『医学問答集』のシリア語版とラテン語版を分析する。前章での分
析結果を踏まえた上で、シリア語版とアラビア語版がいかなる関係にあるのか、フナイ
ンの自著部分とフバイシュによる増補部分の区切りがどこにあるのかといった問題を
解明する。また、ラテン語版についてもアラビア語版との構造や内容の比較によって、
ラテン語版とアラビア語版の関係を明らかにする。 
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第 5 章は『医学問答集』そのものから離れ、この著作の後代への影響を検討する。従
来、フナインの研究ではギリシア語文献の翻訳者としての活躍が中心的な問題であった。
しかし、フナインの自著である『医学問答集』に対して多数の注釈書が作成されている
ことから、フナインが医学者（医学書の著者）としても後代へ影響力をもったと考えら
れる。その影響を追求することもまた、『医学問答集』の研究において欠くことができ
ない。方法としては、『医学問答集』で新規に語られた数点の医学理論・概念を例に挙
げ、それがフナイン以前にどのような扱いを受け、フナインがどのように変え、フナイ
ン以後のイスラームの医学者にどのように扱われたかを見る。 
また、本論文における分析結果を反映して改訂した日本語全訳と、アラビア語版・シ
リア語版およびアラビア語版・ラテン語版の相違一覧を付録として収録する。 
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 1 
論文の内容の要旨 
論文題目： フナイン・ブン・イスハーク『医学問答集』研究 
氏名： 矢口 直英 
古代末期中東の医学教育はガレノスのいわゆる「十六書」が中心であり、「十六書」
が医学の正典となっていたと言われる。多数のギリシア語文献をアラビア語やシリア語
に翻訳したフナイン・ブン・イスハーク（Ḥunayn ibn Isḥāq, 873 年没）による『学生のた
めの医学問答集（Al-Masāʾil fī al-ṭibb li-l-mutaʿallimīn）』（以下『医学問答集』）は、医者
に必要な基礎知識を問答形式でまとめた著作であり、これも「十六書」の 1 点であるガ
レノス『医術（Ars medica）』と、「十六書」に依拠したアレクサンドリア集成という文
献群に基づいて編纂されたと考えられてきた。しかし、これらの見解は 11 世紀のイブ
ン・リドワーン（Ibn Riḍwān）が古代末期アレクサンドリアの医学教育に関して残した
証言に基づいたものである。4 世紀以上も遅い時代の証言であるため、その真偽は改め
て検討すべき課題である。 
イスラーム圏でも初心者向けの入門書として高く評価され、またそのラテン語訳が中
世ヨーロッパで大学医学部の必修書として扱われるなど、医学史上で非常に重要な文献
であるにもかかわらず、『医学問答集』は未だ解明が不充分である。本研究は、その実
態を明らかにするものである。『医学問答集』の分析は、医学者フナインを中東の医学
伝統に位置づけるのみならず、中東の医学教育の実態を解明するにあたって大きな貢献
となる。 
本論文は序文と結論を除いて 5 章から成る。最初の 2 章は、本格的な分析に入る前に
研究対象の情報を整理・確認するためのものである。まず第 1 章では、フナインとその
 2 
一派の経歴や活動を概観する。『医学問答集』はフナインの著作として知られるが、フ
ナインの没後にその弟子のフバイシュ（Ḥubaysh ibn al-Ḥasan, 9 世紀末に没）が増補して
完成したと伝えられているため、共著者フバイシュについても確認する必要がある。ま
たそれに加えて、フナインが残したガレノス著作の翻訳リストから、『医学問答集』を
執筆する際に利用可能であったガレノス著作と、それらに対する評価を見る。 
第 2 章は『医学問答集』に関する情報の確認に当てられる。『医学問答集』は 10 の章
から成っており、その大まかな構成を見る。この著作にはアラビア語以外の言語の版が
あり、また注釈や要約がいくつか作成されたため、それらについても確認しておく必要
がある。そして、『医学問答集』の構造分析のために重要な比較対象であるアレクサン
ドリア集成の特徴を、ガレノスの原典や同時代の他のガレノス注釈との比較から見る。 
第 3 章以降では『医学問答集』を以下の 3 つの観点から考察する。まずは『医学問答
集』の由来、その構造と出典という観点である（本論文第 3 章）。その内容をアレクサ
ンドリア集成やガレノス著作と比較し、この著作がガレノス『医術』やアレクサンドリ
ア集成に基づくという説の真偽を問う。これによって、『医学問答集』の複雑な構造を
解明するとともに、9 世紀以前の中東の医学教育で本来重視されていた分野に光を当て
る。次に、『医学問答集』の別の版との比較を行う（本論文第 4 章）。アラビア語で書か
れた『医学問答集』には、シリア語版とラテン語訳が存在する。構造分析の結果に加え
て『医学問答集』の異なる版の比較を通じてそれらの関係を探り、『医学問答集』の本
来の姿を明らかにする。最後に、『医学問答集』の痕跡を辿る（本論文第 5 章）。すなわ
ち、後代の医学者に対する影響に焦点を当て、この著作で新たに語られた見解がいかに
受容されたかを検討する。そして、その医学史上の意義を問う。 
これらの調査の結果、以下のことが明らかとなった。まず、『医学問答集』は従来考
えられているような、ガレノスの「十六書」のみに依拠した文献ではないことである。
『医学問答集』には確かにガレノスの『医術』で語られる医学区分に依拠した記述が見
られ、「十六書」に基づくアレクサンドリア集成に並行する記述が多数見つかる。第 1 章
から第 5 章はそのような説明が可能である。しかし、『医学問答集』には「十六書」で
は語られていない内容も明らかに存在する。『医学問答集』第 6 章にはガレノスの『単
純薬品について』、『薬品複合について』の文章に類似する記述が見られる。それらは内
容のみならず、文章表現の点でも密接に対応しているため、ガレノスのギリシア語の文
章に直接依拠したものと考えられる。また、第 9 章と第 10 章はガレノスの「十六書」
やアレクサンドリア集成とは無関係な由来をもつ。発熱を扱う第 9 章は過度に複雑な構
造であり、その記述の流れも内容もガレノスの著作からは説明できない。第 10 章の主
題である尿診もまたガレノスの真作には見つからないが、偽作『尿について』の記述と、
その説明の順序や内容の点で大きく重なる。これらの事情から、『医学問答集』の構造
は従来考えられてきた以上に複雑であり、前半（第 5 章前半まで）と後半（第 5 章後半
から）でその構成と、出典との対応関係に差があることが判明した。また、ここで挙がっ
たガレノスおよび偽ガレノスの著作は「十六書」には含まれていないが、それらが『医
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学問答集』執筆の際に参照されていることから、「十六書」と並んで高い評価を受けて
いた医学文献が他にもあったことが明らかとなった。 
『医学問答集』のアラビア語版とシリア語版、およびラテン語版との比較からは、以
下のような関係が明らかとなった。アラビア語版とシリア語版を比較すると、シリア語
版では多くのギリシア語音写が含まれているが、アラビア語版ではそれらの大半が単な
る音写ではなくなり、アラビア語の表現に置き換えられている。シリア語版で 1 語で表
されている事柄が、アラビア語版では 2 語（以上）で表現されている事例が頻繁にある。
そして、シリア語版には無いがアラビア語版にはあるという記述が散見される。これら
のことはシリア語という言語の特徴を示しているだけではなく、シリア語版がアラビア
語版に先行していること、それらが同一の著者によって作成されたことを意味している。 
一方、アラビア語版とラテン語版『医学入門』を比較すると、『医学問答集』のうち
第 5 章後半、第 6 章、第 7 章、第 8 章後半、第 9 章の大半、第 10 章が翻訳されておら
ず、全体として半分以上が欠けていることが分かる。ラテン語版の最後は、シリア語版
写本でフナインの執筆箇所の最後と伝わる箇所と一致しているため、フナインの執筆部
分はその箇所つまり第 5 章前半まで、フバイシュの増補部分は第 5 章後半以降であると
判断できる。また、ラテン語版にもアラビア語版には無い記述が追加されている箇所が
ある。その追加記述は的外れなものではなく、ラテン語版翻訳者の医学知識が反映され
たものでる。そのため、ラテン語訳がアラビア語版の全体に対応していないことは、翻
訳者の不注意や失策ではなく、その元になったアラビア語版写本の状態が理由であると
考えられる。そして伝承とは異なり、ラテン語版に翻訳されている第 8 章前半のアラビ
ア語はフナインの文体の特徴を有していることから、その不完全なアラビア語版写本は
フナインが作成し、未だフバイシュの手が加わっていないものであったと考えられる。 
最後に『医学問答集』の後代への影響として、「自然精気」および「非自然要素」と
いう概念の変遷を辿った。ここから判明したのは、『医学問答集』の後代のイスラーム
医学者に対する影響が強いことである。人間の身体を構成する自然要素の 7 番目として
『医学問答集』で加えられた 3 種類の精気の 1 つである自然精気は、他の 2 種類とは異
なり、ガレノスやアレクサンドリア集成では明確には語られていないものである。これ
は、自然要素のうち能力・機能・精気をそれぞれ自然的・動物的・精神的の 3 層構造に
組み立てるために、フナインによって規定されたと考えられる。この構造が後代の医学
者に受け継がれ、自然精気の実態が語られないまま、3 種類の精気という構造だけが維
持されていくこととなった。非自然要素についてもまた、ガレノスの著作に由来するも
のの、実際には見いだせない理論である。これが定式化されたのは『医学問答集』に原
因があると考えられる。『医学問答集』で別々の箇所で語られる「必然的原因」と「自
然でない要素」が共に 6 つと数えられているため、それぞれ別々の事柄が挙げられてい
るにもかかわらず、それらが同一の概念であると後代の医学者によって誤解された。そ
の結果、身体の状態を変化させる必然的原因としてガレノスが語る 6 つの事柄と、人間
の自然要素ではないが意思に基づくものである「自然でない要素」という概念が重なっ
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て、整理されていくこととなった。その際には、『医学問答集』で挙げられた合計で 8 つ
の事柄が、その問答で規定された 6 という数を維持するようにまとめられていった。ま
た、アラビア語の医学書がラテン語に翻訳されていく過程で、この自然でない要素は強
く根付いていくこととなる。このように、問答形式による『医学問答集』はイスラーム
の医学理論の発展に道筋をつけたのである。 
フナインとフバイシュは翻訳者としてガレノスの著作をアラビア語圏へ伝えただけ
ではない。彼らはガレノスの「十六書」より広い範囲の文献から素材を集め、新たな見
解と合わせて『医学問答集』という 1 冊の文献にまとめて提供し、その発展の道筋をつ
けたという意味でも、イスラームの医学へ貢献をなしたことが、本研究によって明らか
となった。 
